


















Making classes about health education connecting






















































































































































































































































































































































  ○ 睡眠に関する疑問を掘り起こし，からだの仕組みと関連させながら睡眠の意義を
理解しようとしたり，自分たちの生活を見直したりしようとする。 









＜ねらい＞  自分の体験や実感を手掛かりに睡眠の役割について考え，理解する。 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て夜 4：30 くらいに寝ます。夏至の当たりなら、朝 4：00

























































































































































































































































































































































































































































































　　・授業では，「～から早く寝ましょう」等 , 躾的な言葉は使わなかった。一方 , 感想文
には，「睡眠の大切さがわかったので，今日からできるだけ早く寝るようにしたい」
「夜，あまり強い光を浴びないようにしたい」「家族にも伝えたい」等，自分たちの
生活を改善しようとする意識が芽生え，それを広めたいという思いを抱いたことが
分かった。また，朝起きることができず，時間通りに登校できないことが多かった
子どもが，早く寝るように心がけ，気持ちよく学校生活を送るようになった。
４　まとめと今後の課題
　今回，健康を維持・向上する上で重要であるが，その実態を感覚として捉えにくく，科
学的にも未知の部分が多い「睡眠」をテーマに授業を行った。このようなテーマにおいて
も，生活の実感や経験と科学的知識を結ぶ工夫をすることで，子どもたちの身体観に働き
かけ，学んだことを ｢我が事 ｣として捉え，生活を変えていく力を育てることにつながる
ことが分かった。一方で，発達段階に合わせて科学的な知識を伝える際に行った用語の言
い換えの妥当性や社会の発展がもたらした快適性と健康問題の関係等，再検討の余地があ
るのも事実である。さらに，血液や免疫に関する学習を行った後だとさらに理解が深まる
であろうこと等，からだの学習がどのような系統の中で行われるべきか等の課題もある。
　しかし，「しつけ」としての望ましい行動を伝えることが中心の授業や科学的な知識を
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一方的に伝えることが中心の授業では見ることができなかった探求者としての子どもの姿
が見られたことが，本研究の大きな成果であったことは確かである。
５　その後の子どもたちの様子
　この実践の後，子どもたちの姿にいくつかの変化が見られた。
　一つ目は，子どもと教師の間で，睡眠についての話題が上がるようになったことである。
教室でも，保健室でも，「先生，昨日は早く寝たんですよ」「この頃，３０分位だけど早く
寝るようにしているよ」「昨日は，寝るのが遅かったから，今日は調子悪い。早く寝なきゃ
ね」等，睡眠について話し合える関係ができたのは何よりであった。教師の側が聞き出す
のではなく，子どもたちから話をしてくるのだ。
　二つ目は，朝なかなか起きることができずに登校を渋りがちだった子どもが，「先生，
早く寝るように気をつけていたら，気分がいいです。セロトニンが出ているのかもね」等
と話すようになったことだ。その子どもは，登校を渋ることがほとんどなくなった。驚く
ほどの変化であった。
　三つ目は，夜遅くまで起きている日があってもいいかと相談に来た子がいたことだ。話
を聞くと，母親が仕事の都合で１１時頃にしか帰って来ることができない日があるのだが，
母親の顔を見てから床に就きたいという相談であった。もちろん，「お母さんの顔を見て，
“おやすみ”って言いたいよね。安心して眠ることも大切だね。早く寝ることができる日
は早めに寝ることにしたらいいかな」と話をした。子どもたちには，それぞれに生活があ
り，それぞれに起きている理由がある。家族全員が揃って，自然の流れに沿って床に就け
るのが一番であるが，現在の社会状況には，そうはいかない理由もある。このような社会
のあり方について考えさせられる子どもの相談であった。
　子どもたちの生活実感から出発し，睡眠がどのような役割があるのか，気持ちよく眠り，
起きるためにはどのようなからだの仕組みを生かしていけばよいのか等，多くのことを考
え合った授業であった。このような子どもたちの姿を見ると，子どもたちの睡眠観，から
だ観そして健康観に何らかの形で働きかけることができたのではないかと感じている。
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